2005年度春学期　日本語S11（体験活動）B　　松下達彦

桜美林大学　2005年度　春学期　日本語Ｓ11（体験活動）Ｂ　授業シラバス

● 授業概要

主にレベル５～６を対象とする。

授業コード（日本語Ｓ１１（体験活動）Ｂ）：　２２６３３

＊学部学生と短期留学生がいっしょに授業に参加します。

目標

（社会・文化・コミュニティ）

· 地域コミュニティの多様な側面や日本の伝統文化に触れ、体感し、知識を増やす。

· 生活の中のさまざまな不便や疑問を解消する。（特に来日直後の短期留学生）
· クラスゲストの学生と友達になり、いっしょに活動の内容を考え、実行する。
· 「日本語コミュニティ」の一員であることを実感する。

（言語コミュニケーション）

· 現実のコミュニケーションのバリエーション（多様性）を知り、教科書の表現との違いを知る。
（言語学習ストラテジー）

· 教科書／教室 で学んだものを使ってみて使えるようにする。
· 聞き返しや確認などのコミュニケーション・ストラテジーを学習する。
· 教室外でのコミュニケーションに成功して自信を得てやる気を出す。
· 成功や失敗（特に失敗）から学習方法や学習内容について考え直す。
授業の進めかた

＊一つの体験活動につき、「事前準備　→　体験活動　→　振り返り」を繰り返します。一つの活動に、１～３コマぐらいの授業を使います。通常、事前準備１コマ、体験活動１コマの後、「振り返りシート」に振り返りを記入して提出するという流れですが、体験項目により、事前準備が自宅での課題のみであったり、振り返りに１コマを使って話し合いをしたりすることもあるかもしれません。

· 桜美林大学の一般学生に「クラスゲスト」としてクラスに参加してもらいます。
· グループ単位で活動します。母語・性別などの点で、できるだけ多様な学生がグループを構成するようにします。

＊１か月に１回ぐらい、初級・中級の学生と合同で授業をすることがあります。

● 授業計画

4/11　オリエンテーション（説明会）、クラス分け

　　･･･Ａ／Ｂクラス合同ですが、学部学生は全員Ｂクラスになります。

4/18～7/4（計12回）･･･体験活動の希望項目について、初回（4/11）の授業でアンケートを実施して、その結果に基づき、６項目前後の活動を実施します。

　　4/18に詳しい予定を発表しますが、前学期、前々学期の主な活動は以下の通りです。

　　　　相模川の鯉のぼり見学、平塚七夕祭り見学、餅つき、書き初め（書道）、弓道部訪問、
着物の着付け、旅行代理店での情報収集、年賀状作成、
電話での待ち合わせの約束・家庭訪問、料理大会、カラオケ、ビデオ鑑賞、
会社・工場訪問、裁判所訪問（傍聴）、リサイクルセンター参観、保育園訪問　など

7/11　学期全体の振り返り、まとめ

● テキスト

使用しません。

● 参考書

春原憲一郎ほか３名(2004)『にほんご宝船　―いっしょに作る活動集―』アスク

李徳奉ほか編著(2003)『体験日本語』時事日本語社

小笠原信之(1991)『日常生活の分野別　日本語表現便利帳』専門教育出版

足立章子ほか(2001)『漢字・語彙が弱いあなたへ』凡人社

横山信子(1992)『見て・きいて・わかる　実用日本語辞典　［日本の文化］』三修社

ほか

● 評価方法

基準

Ａ：この科目の学習項目をおおむね習得し、授業への参加態度も優れている。

Ｂ：この科目で重要な学習項目は習得し、授業への参加態度もおおむね積極的である。

Ｃ：この科目の学習項目の習得は不十分だが、授業への参加は一定レベルに到達し、今後の努力によって向上が期待できる。

Ｄ：この科目の学習項目の習得は不十分で、参加の程度も不十分だが、合格最低の基準に到達している。今後、多くの努力が必要である。

Ｆ：不合格

具体的には、以下の割合で評価します。

　　　　　　　　　　　　 出席：　30％

　提出物（体験活動シートなど）：　60％

　　　　平常点（参加態度など）：　10％

＊授業は、科目の説明を含め、全部で14回あります。そのうち10回以上出席した人のみ、評価の対象とします。５回以上欠席した場合はＦ（不合格）になります。

＊30分以上の遅刻・早退は欠席１回と同じになります。

＊30分未満の遅刻・早退は３回で欠席１回とします。

＊やむを得ず欠席する場合は、必ず「欠席届」（教務課にあります）を提出してください。病気などの場合もできるだけ事前に担当講師かクラスメートに連絡し、あとで「欠席届」を出して下さい。ただし、欠席届を出しても出席にはなりません。

● キーワード

日本語、体験、生活、教室外タスク、社会言語、社会文化、ストラテジー、メタ認知

●その他

教員との連絡方法

オフィスアワー：火12:50～14:20（ＣＪＬ＝日本語学習リソースセンター

＝学而・亦説館２階、国際交流センターの上）

　　　　　　　　木11:00～12:30（松下オフィス＝崇貞館B523）

Ｅメール: tatsu@obirin.ac.jp

